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YOSHINO Keiko
　ジョージ・エリオットは1861年３月４日に「サイラス・マーナー」を完成させたが、その約
一カ月前の二月に出版関係者のひとり John Blackwood に、次のように述べている。
　It came to me first of all, quite suddenly, as a sort of legendary tale, suggested by my rec-
ollection of having once, in early childhood, seen a linen-weaver with a bag on his back; but, 
as my mind dwelt on the subject, I became inclined to a more realistic treatment.
　子供の頃目にした織工の姿を覚えていて、その織工をリアルに描きたいという意向を彼に伝
えている。彼女の創作上の信条は、「単純な話を語ることに満足し、事物を実際以上に良く見
せようとはしない」という写実主義の手法である。ありのままの描写で、そこに人間生活、人
生の大切な事柄を作者は含ませているのである。そこには緻密で繊細な観察や、深刻な悲哀感
などが織り込まれている。この作品では、二つの町、いくつかの家族が描写されていて、それ
らを通して理解できる作者のメッセージをみてみたい。
　まず主人公マーナーが失意のうちにやって来て住み着くラビロウ村やそこに住む人々につい
ての描写がある。何気ない村民の描写ではあるが、そこにマーナーが受け入れられる土壌があ
ることがわかる。またこれに反して、彼を裏切って彼から全てを取り上げたランターンヤード
の街やそこに住む人々には、彼を阻害する素地があることも理解できるのである。まず二つの
町の様子とそこに住む人たちをみてみたい。
　マーナーがやってきたラビロウ村は、世間の噂が殆ど伝わって来ることもなく、木々がこん
もりと茂った窪地の中にあり、一見格式高く見える村である。村の中心には立派な古い教会や、
大きな教会墓地があり、周りには立派な果樹園があり、飾りの風見の付いた煉瓦と石とで建て
られた屋敷が何軒かある。そのような屋敷はどれも、道路に面して立っていて、教会墓地の外
側の木の間から覗いている牧師館より遥かに堂々とした構えをしている。この村の様子から、
歴史があり、上流階級に属する人もいる村落であると理解できる。
　この村の住民についてみてみると、昔の悪魔信仰の名残りがまだ残っていて、高齢の農民た
ちのなかにはまだそれを信心している者もあるという。教育を受けていない人々にとって、力
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と恵みという観念を結びつけて考えることができず、ただひたすら供物を献上し、祈れば罰を
加えられないですむという考えがある。毎日の辛い生活が、熱心な宗教的信仰によっても、明
るくならない人々の心の内に、目に見えない神という形で取り入れられているのである。
　このような環境の村に、マーナーが移り住む。彼は近眼で、飛び出た茶褐色の目という外見
の上に、村人が聞いたこともない地方からやって来たということで不思議な、一風変わった者
に思われる。そして彼の類い稀な生業である織工は、悪魔の助けなしにはやり遂げられるもの
ではないと彼らが思い込んでいる職業なので、その迷信が付きまとうことが多く、彼もその例
外ではなかった。さらに彼には癲癇のような、訳の分からない持病があったことや、医者から
見放された村の女性を彼が薬草で救ったことなどから、村人からは一層不気味な存在と見なさ
れてしまうのである。
　ラビロウの村民たちの娯楽といえば、村の集会場も兼ねた酒場「虹」に集まって村の様々な
事柄を話すことである。そんな彼らにとって、不気味な要素をたくさん持つよそ者のマーナー
は格好の話のタネである。その一つが彼の病気で、あれこれ議論
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を重ね、教区の執事もマーナ
ーの持病を医学的に分析している。
　彼の訳の分からない持病とは、死んだ人の目のように、じっと一点を見据えていて、手足は
硬っている状態で、この様子を見た村人の一人が仲間に話す。癲癇ではないかという意見が出
るが、それは発作の一種で、彼のように袋をしっかりと掴んで踏み段（スタイル）に寄りかか
って手足が硬直している様子だと、それは癲癇ではないと教区の執事であるメイシーは解釈す
る。
　そして彼らの解釈は、人の霊魂がその体を離れて、まるで巣を離れてまた巣に戻ってくる鳥
のように、出たり入ったりすることが彼の場合はあるのかもしれないという結論に達する。外
見や職業などから彼には近づき難いし、また好んで村人と打ち解けようとはしない彼であるが、
その彼を排斥するような結論を村人たちは出していないことに気付く。
　彼らの話し合いは、独断と偏見がなく、そのことは、彼らの人柄と共に酒場の主の性格にも
ある。主のスネルは公平な性格の持ち主で、人間の差別などは全く無縁の人物である。彼は物
事には、誰も窺い知れない理由があると断言し、表面的な事だけで物事を判断することを極力
避けている。だからマーナーの病気に関しても同じ姿勢なのである。
　マーナーがお金を盗まれたことを知って慌てて酒場「虹」へ入って来たときでも、主は彼を
暖炉の火がよく当たるイスに座らせて落ち着かせている。一方で疑われたと怒りを露わにする
ジェム・ロドニーの気を静めながら、マーナーの話を聞こうと、その場に居合わせている村人
たちを諭している。このように常に中道を行く主なので、話題にふたつの相反する意見が出て
も、両方正しいと断言するのである。
　しかし持病に対するこの村人たちの見解に対して、マーナーが以前に住んでいたランターン
ヤードの人たちは違っている。マーナーは所属する教会の集会では重要視される人物、模範的
な生活をする信仰の篤い青年であったが、祈りの席で奇妙な硬直状態で気を失い一時間以上も
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正気に返らなかったために、それ以後は特別な関心が向けられるようになってしまう。
　なぜならこの現象、礼拝の最中に気を失うことは、その中に存在するかもしれない霊的な意
義を故意に排斥するものだと考えられ、彼がこの修養を身につけようと努力しても、彼自身が
気を失っている間に悟りを開くことが出来ないと彼らは判断したからである。
　そして彼のこの持病と、人を疑うことを知らない彼の心を悪用して、彼が親友と思っていた
人物ウイリアム・ディーンは彼を裏切り、マーナーが老助祭の財布を盗んで罪を犯したと咎め
る。彼の言い分は全て信用され、マーナーのそれは全く無視され、犯人と決めつけられる。そ
して最終的には彼が潔白か否かを教会で神籤を引いて決め、その結果教会に関係する人々はマ
ーナーを罪人と決めつけてしまうのである。
　その結果マーナーは宗教に対する敬虔な気持ちや婚約者、友人などすべてを失ってしまう。
ランターンヤードに住む人々は教会の信者であるにも関わらず、一方的に人を、しかも神籤と
いう何とも事実関係が立証できないもので人を裁いている。ここでは宗教、教会は心の拠り所
ではなく、人生を導く場所でもなく、また熱心な信者であるとされる人物が、仲間の弱みを手
段に人を陥れ、その醜い人物が正義とされる偽りの場所とされている。このような宗教や土地
に対してマーナーは決別するのである。
　そしてこのような過去を持つ彼がラビロウにやって来るのであるが、村人たちは彼の持病に
興味を持って不思議な気持ちを抱く。しかし、だからと言って決定的な事や物として彼を決め
つけることをせず、またそれを悪用することもしていない。このような土壌があったので、ラ
ンターンヤードから全てに幻滅してラビロウにやって来るが、15年後の出来事、エピーを育て
るという事に端を発して再び宗教に目を向けるようになり、同時に村社会に入って行くマーナ
ーの姿を見るのである。
　ランターンヤードとラビロウについてもうひとつ注目すべき点がある。それはランターンヤ
ードでのウイリアム・ディーンとサイラス、そしてラビロウのカス家の長男ゴドフリーと次男
ダンスタンの二組である。ランターンヤードでの二人はダビデとヨナタンと呼ばれるくらい緊
密な関係であったが、少し年上のウイリアム・ディーンは自分が老助祭の財布を盗んでおきな
がら、マーナーの持病を利用して彼がそれを盗んだと決めつける。ラビロウでは兄ゴドフリー
の秘密の結婚を利用して弟ダンスタンは彼から金銭を巻き上げる。この二組の「兄弟」は、場
所こそ違えど、一方が他方を利用してお金や大切なものをせしめることで共に “evil brother”
である。そしてカス家の兄弟の場合は、金銭をせしめた弟ダンスタンは非業の死を迎え、ラン
ターンヤードの二人の場合は、マーナーがウイリアム・ディーンが住んでいる（だろう）町ラ
ンターンヤードを旅することで示されている。街は、空が見えず、異臭があり、そして血色の
悪い埃に塗れた顔の人々がたくさんいると描写されていて、これがウイリアム・ディーンとオ
ーバーラップさせていることがわかる。
　自然破壊などとは全く関係のない素朴なラビロウでは、薬草に関しても全く知る人がいなか
った。靴屋の婦人が医者に掛かっていても一向に良くならず、彼女と母親の症状が重なり合っ
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たサイラスは、気の毒に思って薬草の処方をして彼女を助けたのである。これはサイラスにと
って、母親から与えられたささやかな知恵の蓄えを、情と共に人に与えただけなのであるが、
村人は「巫女の祈祷」のようなものと解釈し、彼に対して以前にも増して不気味な感情を持つ。
薬草療法という素朴な医学的知識さえもない環境にあるこの村の家庭を取り上げて、作者が主
張したい家庭の在り方、人としての在り方を探ってみたい。
　まず村で一番の富豪とされているカス家についてみてみたい。カス家の正面玄関には立派な
石の階段があり、後には教会と向かい合って高い厩のある大きな赤い家である。この家には、
健全な愛や威厳の源泉となる、妻であり母であるものがいない。そのためにカス家は、炉辺に
笑い声が起こるような日々の団らんがなく、また子供たちも適切な躾けを受けずに育っている。
また食事に関しても愛情細やかなものではない。それは祝日の御馳走からみても理解でき、上
手くできてはいないけれど、量が多いということである。雇われた料理人が主の指示に従って
作り上げたのであろうが、料理に関しては深い知識もなく、しかも無頓着な主である。量の多
さなどは半端ではなく、「まるで籠城する時のよう」に食事が用意されるという。また用意さ
れている羽根布団の羽の量も、半端ではない位の沢山なものであるという。細かいところに気
配りができる女主人の存在や采配がなく、男性主の特徴が表れている部分である。
　この主は背が高く、六十前後のがっちりとした体格で、眉間に深い皺があり、眼つきの厳し
い表情をしている。しかし口元は締まりがなく、たるんでいるので、調和が取れていない。先
に述べた料理に関しても理解できるように、彼は無頓着な性格で、衣服もだらしないという。
　しかし彼は村では何事に関しても一番を通していて、自分より更に上の階級の人々と付き合
ったことがなく、従って自分の意見が他人と比較されて妨害を受けることもなく過ごしている
ので、自尊心はたいへん強い人物である。その上彼は、何でも強情に押し通す頑固な性格で、
かっとなると、どのような決心でもしてしまい、怒りが静まってからでもその時の決心を容易
に変えようとはしない、厳格な性格であるという。
　このような特質があるので、身分の低い小作人に対しては、好き放題、為すがままにさせて
おいて、その放任の結果彼らが困って来ると、もっとも酷い手段をつかい、またいかなる泣き
言にも耳を貸さない無情な性格を露骨に示したりもする。彼に意見を言う人もなく、また言い
たくても耳を貸す姿勢を持たないために、彼は人間関係を育むことが出来ない。彼が育めるの
は、主従の関係のみで、息子との親子関係も彼は築いていないことが述べられている。
　彼は毎朝、食事前に支配人と散歩に出かけ、帰宅するが、その時に息子たちと会っても朝の
挨拶を交わさない。この家庭は主が食卓に着く二時間も前から沢山の料理が並べられていて、
家族は其々が勝手な時間に食事を取るという。家族の温かさや絆があるとは考えられず、一日
の始まりの朝食を冷めた状態で、しかも寂しい思いで各自が取るというが、このようなことで
親子の関係や人の心が育めることは考え難い。
　このような家庭の様子なので、この主は息子がしばしば家を空けることや、自分の家の立派
な馬を見かけなくても、特に気に掛ける様子はない。また彼は日常の生活においても、彼の覚
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えていることは、どのような場合でも、強い印象を受けたことのみで、細かな事柄に関しては
全て忘却の彼方にある。
　主は朝食時からビールを飲み、日毎に村の唯一の居酒屋「虹」に出かけて村人たちと世間話
をしている。四人の息子に対しても、彼らには何もさせず家で遊ばせているという、間違った
放任主義を通している。しかし村人たちは、この家庭については其々が意見を持っているもの
の、誰もが黙して語らずである。またこの四人兄弟はそれぞれ勝手な道を歩んでいて、お互い
を想う描写はなく、二男はいつも長男を困らせてやろう、金をだまし取ろうと思っているし、
長男はそんな次男を疎ましく思い、何日家を空けても心配など一切したことがない。また長男
は三男が上手に踊りを披露しても、それを煩わしく思い、見ようという気持ちもなく黙殺して
いる。彼らには兄弟愛が育まれていないのである。
　作品ではカス家には四人の息子がいるとあるが、四男の描写は全くなく、三男については、
足が長いということと、またそのことで、この三男ボブは、舞踏が得意で、しなやかに踊る。
それを主である父親は自分の若い時のようだと村人に自慢するものの、一方で彼はこの三男の
ボブに対して、「誰々に…するように言え」と、温かさや優しさなどは感じられないような態
度で彼と接する。この様子はまるで主従の関係のようで、親子の絆などを育む素地は全くみら
れない。
　残る二人の息子、長男と二男については、まず二男のダンスタン・カスからみてみたい。二
男のダンスタンは、あまり頭が鋭く働く方ではなく、「何処に出しても売り物にならないよう
な醜い身体」をしている。仕事もせず、馬の交換や賭け事などで好き勝手な生活をしているた
めに、主は手を焼いている。村人たちはダンスタンというと、意地の悪い、人を馬鹿にしたよ
うな、他の者が素面でいればいるほど、自分だけ酔っ払っていい気持ちになりたいというよう
な男と思っている。また昔から由緒ある家柄のカス家に彼が災いをもたらさなければいいがと、
村人の誰もが懸念している人物でもある。その彼の荒んだ生活を改めるように忠告する人は誰
もなく、そのために彼はやりたい放題の生活をしている。
　彼は兄のゴドフリーが秘密の結婚をしていることを材料にして、その兄から貪欲にたくさん
のお金を強請り、そのお金で飲んだり、賭け事をしたりの堕落した生活をしている。彼は兄の
弱みを握っているために、ちょっと苦しい思いをさせてやれば、どんなことでも兄は承知する
と確信している。兄のそれは、自分の妬ましい憎悪と、貪欲をともに満たす手段になることを
見越しているのである。彼は兄ゴドフリーを散々困らせてやりたいと、常に思っている弟であ
る。また彼は兄を何時間待たせても平気で、兄もまた弟のことを他人に怪我をさせても、彼が
怪我などするはずはないと思っていて、弟への憎悪はあっても、彼を思い遣る気持ちが微塵も
ないことが分かる。このような彼らに兄弟愛など生まれる訳がなく、子供四人それぞれが、好
き勝手な生活をしているという家庭である。
　次に長男ゴドフリーについてみていきたい。父親は長男から質の良い馬を死なせてしまった
という事実を聞いて、次のように言う。
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　“Your [Godfrey’s] going-on are not what I shall find money for any longer. There’s my 
grandfather had his stables full o’ horses, and kept a good house, too, and in worse times, 
by what  I can make out; and so might I, if I hadn’t four good-for-nothing fellows to hang 
on me like horse-leeches. I’ve been too good a father to you all-that’s what it is. But I 
shall pull up, sir.” (Eliot. p. 71)
　彼は先代が、景気の良くない時でも生活の基盤をしっかり立てていたことを誇りに思ってい
ることがわかる。しかし自分の代でそのような状態が続けられなかった原因は四人の息子がい
たためであると言い、蛭が血を吸うことを例えにして、親の財産を食いつぶす息子たちがいる
からだと言っている。
　しかし彼が言う “horse-leeches”、馬蛭は、蛭の一種ではあるが人畜の血は吸わない種類で
ある。このことを知ると、彼の最後の「もうこれからは、おまえ達を甘やかさないからね」と
いう言葉には、何の意味もなく、彼の息子への対応の変化はみられないことが理解できる。
　またこのことから、彼は自分の子供への躾け、家庭教育の欠如に対して何の反省もなく、全
て息子たちに原因があるとしている。他人からの意見を受けたことのない人物の驕りだけで、
また謙虚な姿勢のなさから人間性の向上は勿論のこと、仕事などの繁栄も期待できず、それが
カス家の、立派であるが虚ろな雰囲気の家に表されている。
　主の長男ゴドフリーに対しての見解は、自分の意思を持っていなかった彼の妻、ゴドフリー
の母親と彼はそっくりだという。また彼の女性に対する見解は、「女性は、良い男性のところ
へ嫁げば自分の意思を持つ必要はない」という。しかしゴドフリーの妻となる女性にはそれが
必要だと思っていることから、長男は頼りないと思っていることがわかる。また同時に、ゴド
フリーの母親が自分の意思を持っていなかったと彼が言っていることから、自分はしっかりし
た良い夫であったことを強調していることもわかる。女性は男性によって対応を変えるべきで、
それがよき妻であるとも思っているようである。
　彼はゴドフリーが近隣の住民ナンシーに対して、煮え切らない態度を見せていることを常々
歯痒く思っている。そのために大宴会においては、息子の代わりに気を遣って、息子の至らな
いところを補ってやろうとする。たとえば、ナンシーに対して、大袈裟なお世辞を言ったり、
自分の息子より先に彼女にダンスを申し込んだりする人物がいると、「ゴドフリーは君に決闘
を申し込むよ」と言ってその申込みを取り下げさせたりする親馬鹿な部分を見せている。彼の
この姿勢は、ゴドフリーが家督を継ぐべき息子だからである。不甲斐ないと思っている息子に
何とかしっかりした妻を娶らせてやりたいというという親の姿であり、またカス家を守るため
の主としての姿でもある。
　長男のゴドフリーは、真正直な表情をした人の好い青年で、適切な家庭教育を受けることな
く育ったが、元来家庭的な性格である。また気性がさっぱりしていて、情に厚く、そのために
感化を受けやすい気質なので、そのためにずるずると家風に従っている。しかし一方で、自分
45ジョージ・エリオットのサイラス・マーナーについて〜環境と人々を中心に〜
を犠牲にしてでも、何かを実行しようということが出来ない特質もみられる。
　最近では幾日も家を空けたりして、それまでの生き生きした晴れやかな表情をなくしている
と村人などから噂され、彼も次男ダンスタンのように堕落した生活をするのではないかと危惧
されたりもするが、その後また生来の彼に戻っているのは、長男としての自覚と、総領の甚六
のためとも考えられる。
　しかし本来は世間知らずの箱入り息子であることや、いつも村人から尊敬の眼差しで見られ
ていること、そして何よりも先に述べた性格の父親だけを見ながら育ち、母親からの細やかな
家庭教育を受けずに大人になった人物である。彼の場合はそれが当に正しいと疑わず、また自
分自身を成長させようとも思わない人物のために、他人を思いやる配慮などが大いに欠けてい
るのである。
　たとえば、サイラスに対しては、「手塩にかけて育ててきた自分の子供に、できる限りのよ
いこと（金銭的に多分に充足すること）を望んでいて、その幸運が娘にもたらされると、さぞ
かし喜ぶだろう」と思う。人間関係を育みそして強めるには情愛があることが分からず、貧乏
な人が裕福になることが即ち幸福だと考える単純な人物である。彼は労働で硬くなった掌をし
た貧しい人々には、深い愛情より財産（金銭）であると考えているのである。
　その彼は、ようやく結婚できて妻となったナンシーにエピーのことをずっと隠し続け、それ
は最後まで隠し続けなければならないことだと思っている。それでなければ自分たち夫婦には、
取り返しのつかない心の溝ができてしまう、と思っているのである。しかし自分たちに子供が
授からないと分かると妻にすべてを打ち明けるという、自分勝手な性格の持ち主である。
　このように、彼はいつも率直で真実でいようと努めていても、困難に直面するとそれを避け
ようとする動揺しやすい性格である。その夫の表情を読み取ってはその彼に従おうとしている
妻を、彼はある意味で畏れている。このような妻に対しても彼は、永い間一緒に暮らしてきた
彼女の気持ちを推測することさえできない未熟な大人なのである。夫婦間でさえそうなのであ
るから、他人に、しかも貧しい人に対する気持ちの推測などとてもできず、お金が戻ってきた
その日に妻を同伴してサイラスの家を訪れ、そして発した第一声が次のことばである。
　‘Well、 Marner,’ said Godfrey, trying to speak with perfect firmness, ‘it’s a great comfort to 
me to see you with your money again, that you’ve been deprived of so many years. It was 
one of my family did you wrong ── the more grief to me ── and I feel bound to make up 
to you for it in every way.’ (p. 166)
サイラスが貧しい生活の中から貯めていた全てのお金を盗んだのが自分の弟で、しかも十六年
もの間行方不明であったために多大な迷惑をかけたにも関わらず、心からの謝罪ではなく、人
を見下ろしながら謝罪らしいことばを言っている。この彼のことばには、サイラスへの思いや
りは微塵も含まれていない。
46
　自分の実の娘を引き取ることにおいても、自分が娘を引き取ることは、娘の運が開けること
で、それは又サイラスにとっても大きな安心となると言っている。「娘がこのように運が開け
てゆく（カス家の養女になること）のを見ることは、君が年をとってからも、大きな安心にな
ると思う」と彼はサイラスに言う。しかしサイラスが拒絶すると、自分の申し出を拒絶するの
は何事かと怒るゴドフリーである。彼は自分独自の道徳に従って決心して言ったのであるが、
それを彼から拒否されて怒り出す。このことからゴドフリーは、他人の感情を快く汲み取れる
心構えなど全くできていない人物であることがわかる。それどころか、エピーが幸せになるこ
とに対してサイラスが反対するのは、彼が我儘すぎるとさえ思うのである。しかしこの場面を
通して作者は、自分にどれだけの犠牲を払うことができるか、その力を試してみたことのない
人々が考える判断であると、彼の世間知らずの未熟さを語っている。
　彼は物語の最後で、最初の結婚に対しては「悪い結果だけを期待する権利しかなかった」と
いい、また「父としての務めを尽くすことから卑怯にも身をかわした」と反省をしているが、
その彼に対して、いつも夫をかばう妻が冷たく突き放している。これは不道徳を嫌う彼女の特
質が表れている場面であり、また夫が反省したとしても償いきれない大きなものであるという
意味合いも併せ持っていると考えられる。彼はこの件があって初めて自分の犯した罪がどのよ
うなものかと気付く。彼は人の幸せは階級や金銭ではなく、お互いを思いやり尊敬する愛情で
あることに気付くのである。
　この未熟な人間性のゴドフリーの妻となったナンシーや彼女の実家についてみてみたい。彼
女の実家ラメター家は土着の人ではなく、先代が北の方から良い種の羊を連れてこの土地にや
ってきた。そして噂ではあるが、自分の土地を売り払ってラビロウ村のその土地を借りている
のは、妻を亡くしたためであるとか。その先代は、今の主よりずっと立派だったらしく、物の
道理や習慣をわきまえ、きちんとした暮らしをし、他人から尊敬される人であったと村人は話
す。
　そして先代の息子、今の当主は兄弟姉妹がなく、オスグッド家の娘、今のオスグッド家の当
主の妹を妻とするが、その妻は、娘たちが大きくならないうちに亡くなってしまう。しかし一
家は繁盛し、村民からも慕われている家庭であるという。この家庭は、カス家と相対する家庭
として描写されている。なぜならカス家はというと、小作人に対しては厳しく敵対的であり、
息子たちは何もせず遊んでいるので、彼らはラメター家のように、村の人たちから慕われては
いないからである。
　先代のラメターがこの土地にやって来た時は、かなり財産があったそうであるが、しかしそ
の財産を少しも減らさなかったのは、今の当主の力であるという。彼はこの地方では最もまじ
めで、最も立派な人物であるという。物事が、即座になされないと、時としては怒って性急に
なるくらいの人である。その彼の行動力は外見にも表れていて、痩せてはいるが健康で、頬骨
の高い引き締まった顔をしている。それはスクワイアー（ゴドフリーの父親）や農民たちの顔
つきとも極端な対照を成している。
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　ラメター家の家風は、清楚さ、純潔さ、鷹揚であるとともに、しっかりとした秩序がある。
またラメター家の人々は、一掴みの塩も無駄にせず、其々が自分の立場相応に何かの美点を持
つというふうに躾けられている。そのために、この家庭の娘を妻にするなら、たとえ持参金が
なくても決して損にはならないといわれている。「一掴みの塩」も無駄にしないラメター家の
教えは、カス家の大量の食事と相対するものでもある。また鷹揚であることや清楚であること
も含めてすべてがカス家と相対するもので、ここに一家の繁栄の糸口があるように思える。
　彼には二人の娘、長女プリシラと二女ナンシーがいる。姉のプリシラは、不器量で不作法で
ある。肩が怒り、不恰好で刺々しい容貌をしていて、どちらかというと男性的である。しかし
育ちの良さも手伝って人の好い、欲のない快活さや常識をもつ女性である。彼女の考えは、立
派な父親と立派な家庭があればよくて、夫を持つのなら、勝手にしろと言ってくれるのが一番
よく、そのような人なら従ってもいいと思っている。また人間関係においては、彼女は思った
事をはっきりと口にするせいもあって、本当の事を言われるのを嫌うような人とは、付き合い
たくないと思っている。
　家庭では、父親がリュウマチなどのために、彼の健康を心配して父親を管理監督している。
反対に妹に対しては、彼女の思うようにさせている。そして自分は、いつも妹の案山子役でい
いと思っている。
　家業に対しては、病気の父親に代わって妹と共に精を出すが、妹が嫁いだ後はひたすら一人
で家業に打ち込んでいる。このことは、作者エリオットとオーバーラップする部分である。彼
女は17歳で母親を亡くし、翌年姉が結婚したので、彼女は家事全てをしながら、家庭教師につ
いて語学を学んだという。その事実を考えると、プリシラの言葉には作者エリオット自身の主
張だと考えられる箇所がいくつかあることに気付く。
　そのひとつに嫁いだ妹に覇気がなく、心配して彼女に言うことばがある。「家具を磨いたり
するのもいいけれど、それをしてしまうと、もうすることがなくなってしまうわ。けれども搾
乳場にはいつも何か新しい仕事があるし、真冬でもバターを作ったりできるわ」ということば
である。ここでプリシラは、仕事をもつ女性の充実した日常生活の実態を言い、家事労働には
限界があるが、自分の仕事にはそれがなく、することは無限に広がっていることを強調してい
る。また彼女が生業としている酪農業は、季節や男女の性別などに関係なく雪の多い冬であっ
てもいつも何かの仕事があることで、これまたやりがいがあることを強調している。このこと
から理解できるように、酪農業に従事すること、女性が何らかの仕事に従事することは、家事
労働以上にやりがいがあることを説いている。
　彼女の場合は母親が他界し姉妹で、しかも病弱の父親がいる為に、長女の彼女がしなければ
ならない立場なのだろうが、それでも当時では女性が酪農業をすることはまれで、しかも作品
では、物語の最後のあたりでようやくカス家の男性、ゴドフリーも酪農業に変更することが伝
えられている時代である。そのような時代であるから、なおのこと、このプリシラの酪農業の
従事は、時代の最先端をいっていたはずである。その彼女が妹に専業主婦の限界と、酪農の喜
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びや職業をもつ喜びを説いている。これは今でこそ違和感はないが、今から約150年も前、ア
メリカでは南北戦争の最中（1881〜65年）であり、日本では桜田門外の変（1860年）、大政奉
還（1867年）の頃であることを考えると、このプリシラの考え（作者の考え）は、今風に言う
と、「超飛んでる発想」というか、それくらい突出した斬新なものであることがわかる。
　歯に衣着せぬ物言いをする彼女の、男性に対しての意見はというと、男性は、自分の持って
いる物にどうしても満足できないようだと批判している。女性は、結婚すればその環境がどう
であれ享受し、また満足するかしないかは別としてそれを受け入れようとするが、男性はそう
ではないという。ある意味では、男性は何事にも貪欲で、向上心、進歩する気持ちが女性より
強いのであろうが、限界、程度を理解できない男性の特質に対して彼女は批判的なのである。
　ラメター家の次女ナンシーは黄褐色の髪をした色白の美人で、愛らしい容貌をしている。手
は、バターを作ったりチーズを潰したり、それ以上の荒仕事をしているためにその名残がある
が、彼女は少しも恥ずかしいとは思わない。
　彼女はある女性が経営していた小学校を終えただけなので、言葉も正しく発音できず、聖書
以外の文学の知識といえば、刺繍の手本を見て、子羊や牧羊女の下に縫い付けた詩句以上は出
ないという。計算は目の前に並べたシリング銀貨や六ペンス貨幣を実際に動かさないと引き算
ができないので、どんな女中でも、ナンシーのような無教育な者はいないともいわれている。　
しかし上流婦人として身につけていなければならない種々の才能、たとえば貴い誠実さ、上品
な儀礼にかなった身のこなし、他人に対する尊敬や個人として洗練された習慣などというもの
は、立派に身につけているという。
　彼女の考えは、いつも適切なこと、中庸（平凡）であることを基本としている。また生まれ
つき人前を繕い、感情を容易に外に表すことを嫌っている。彼女の持ち物は全て優雅で清楚で、
たとえば衣装箱は、ラベンダーやバラの葉の香りがしているという。
　彼女の淑やかで落ち着きのある話しぶりや、身のこなしに反して、内面はこうと思うと、そ
れを実行しなければ、承知できない強いものがある。これは、母親亡き後は誰も彼女を叱る者
がなく、姉プリシラは美人の妹の思うようにさせていたことに原因があるようである。
　このような彼女であるので、結婚前は、相も変わらず愛情を示さないゴドフリーに対して、
また村人が言いふらしている自分の噂を否定しない彼に対して歯痒く思っていた。そして、地
主であるかもしれないけれど、堕落した生活をしているような男に身を委ねなるようなことは
しないと思っていたのである。
　しかしそのナンシーがカス家（赤屋敷）に嫁ぎ、そこに親孝行をするという習慣を持ち込ん
だ。彼女は親を尊敬する事から、あらゆる礼儀を含めて、変化を許さない小さな慣例を持って
いて、その慣例に合わせて自分のすべての習慣を作っていて、それが嫁ぎ先でも確実に実行さ
れている。そのために勿論掃除も行き届き、以前は陰鬱だった部屋は清潔に整然となっている。
自分の持ち物を定まった場所に置いておくことを常とし、またこの世のあらゆる務めや礼儀に、
親を尊敬することから化粧の仕方まで、変化を許さないという慣例は揺るがず、その全ての習
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慣を作ってしまっているとても頑固な主義をもつ女性である。彼女は自分の目に触れたり、耳
に入って来るあらゆる事柄には、どのような場合でも自分の意見を持っていなければならず、
そしてそれを実行に移さなければ気が済まない女性である。
　しかしその反面、ないほうが良いと明らかにわかっているものを求めた人は禍になると彼女
は信じている。そのために、そんなことをしてはいけない、と思った時は、それが如何に望ま
しいことであっても、断念するのが人としての本分であると思う。たとえば、ある場所で買い
物をしようと思っていても、三度続けて雨が降るとか、その他の理由で妨げられたりすると断
念するというのである。そのような前兆があるのにやりとげようとすると、何か大災難に出会
うと彼女は思うからである。彼女は、全て神の思し召しと思っているのである。
　夫ゴドフリーに対しても、彼女なりの主義で対応している。たとえば、女性は自分の身を夫
に捧げることによって、いつも満足できるが、男性は将来により希望を与える何かを望んでい
るので、女性のように簡単に満足を得られることはないと思っている。また男性には心にかか
ることがたくさんあるに違いないと思い、夫のぶっきらぼうな返事や、無情な言葉を受けても
彼女は笑ってすましているのである。
　善悪に関しては、ずっと遠い身内の者が罪を犯しても、それを不真面目と考えられるように
彼女は育てられた。そのために、夫の弟ダンスタンがサイラスのお金を盗んだという事実を知
らされたときの彼女の衝撃は、たいへん大きなものであった。彼女のこの様子は、夫の謝罪が
サイラスを見下した、横柄な態度と相対するものであると考えられる。
　そしてその後夫からエピーの事を告白され、彼の子供であることを隠していた理由は、自分
と結婚を望んでいたからという理由を知り、「私のことを思って、あなたは悪いことをしては
いけなかったのです」と夫に対してきっぱりと言う。そして彼が娘を引き取ることに躊躇して
いて言い出せなかったことを伝えると、「あの子があなたの子供だということを私が知ってい
たら、あの子を引き取ることを、拒んだとお考えですか？」とも言っている。
　誠実であること、道義的な責任の取り方に対しても周知している彼女の様子がうかがえる。
そして、無責任な夫に対して彼女はさらにこのように言う。「あなたが私にされた悪いことな
んか、小さなことです。…あなたが不都合なことをされたのは、もう一人の方にですわ。でも
その方への償いは出来ませんね。」エピーの母親に対する言葉である。エピーに対してはこれ
からできるとしても、死んでしまった母親、彼の元妻に対しては、どのような償いもできない
と言っている。同性として心情が理解出来るだけに、その思いを夫に訴えているのである。
　エピーの件に関しては、ゴドフリーの思いとは裏腹に、彼女は「あの子の面倒を見てあげる
のが、あなたの義務です」と言い放っている。父親としての責任を果たすべきであると強く訴
えている。彼女は血のつながった父親には、養父以上の権利があると断じて思っている。これ
は所詮良家の、何一つ不足ない特権や境遇に慣らされて成長している彼女には、理論的、法的
な規範に沿った考えは出来るが、貧しい人々のささやかな目的や努力、そして愛情などを考慮
することができない彼女の側面なのである。
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　しかしそのような彼女と共にゴドフリーは、夫婦揃ってエピーの養女の件を申し出るがサイ
ラスに断られる。それまでカス家の人間に背く人物はいなかったこともあって、意のままにな
らないことに腹を立てて彼の家を後にするゴドフリーの無愛想な別れ方を、彼女は妻としてう
まく取り繕っている。彼女自身も釈然としないが、それでも彼女はサイラスやエピーに夫の非
礼を詫びながら辞する。ここにみられるゴドフリーとナンシーの態度こそが、カス家とラメタ
ー家の人間性の違いが出ている部分である。
　父として、また娘としてお互いの絆を強く築き上げているサイラスとエピー二人の様子を理
解したナンシーは夫に対して、「あの子の育ちや、それから来たものを、私たちは変えること
は出来ません」と断言し、エピーを養女とすることを諦めるように夫に伝えている。これはエ
ピーについて言っているのであるが、このことは、そのままナンシーにも当てはまることであ
る。幼い頃から育まれた人間性や習慣などは容易く変えられるものではなく、彼女自身もカス
家に嫁いだものの、それまでの人間性や習慣、考え方などを変えてはいないからである。
　その証拠に、彼女はエピーの養女の件に関しては、もう済んでしまったことでもあるので、
また父や姉に心配を掛けたくないと言う理由で言わないでおこうと思う。彼女のこの心情は、
一つは夫の恥を自分の身内に言いたくないということと、もう一つは自分には子供が授からな
かったが、夫には子どもがあったという事実。女性として妻として何とも表現し難い複雑な気
持ち、屈辱感も含んだその気持ちを自分の親兄弟には言い難いものであったはずである。しか
もその子は自分たちがよく知っている娘であること。そしてその昔、夫が自分と結婚したいが
ために父親であることを名乗らなかったために、その娘は貧しい織工が育て上げていることな
どを、彼女の家族に話さなければならないことへの恥辱、不名誉なことに彼女は耐えられない
と考えたからである。
　しかし彼女はその件に関して悲しい思いを持ち続けることはせず、これからは出来るだけ、
エピーの問題を明るい方に見てゆこうと自分なりに努めようと思い始める。生来の正しいこと
を愛する精神から彼女は、その悔恨である夫の心の痛みを、和らげてやろうとはしない。これ
は、彼女のその精神だけでなく、自分にはそれまで真実を隠されていたことへの悔しさ、プラ
イドなど、諸々の複雑な気持ちが入り組んで彼女をそうさせているのだと理解する。
　次に独り者のマーナーが幼いエピーを育てると知って協力することを申し出たドリー・ウイ
ンスロップとその家族についてみてみたい。ウインスロップ家には、腕のいい車大工ベン・ウ
ィンスロップとドリー・ウィンスロップの夫婦、そして四人の男の子がいる。夫のベンは村の
居酒屋で村人たちと酒を飲みながら冗談を言ったり、騒いだりするのが好きである。しかし子
煩悩なところもあり、子供に小さな手押し車を作ってやったり、またカス家の大宴会には息子
を連れて行き、会場では自分の傍において静かにすることや、女性は皆着飾ることが好きであ
ることなど、折りに触れて社会や人について息子に教えている。そして日曜日となると、教会
の合唱隊を取り仕切る。彼はこの村で音楽家というのは自分が代表していると思っている人物
である。
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　妻のドリーは、とても行き届いていて、良心をもった女性である。朝は四時半に起きて日々
の務めを始めるという。よくありがちなやかまし屋の気質ではなく、気立ての良い辛抱強い女
性である。村人たちは、村で何か出来事が起こると、まず最初に彼女のことを思いつくくらい、
重要な存在であるという。そして必要とあれば、病人に無理に薬を飲ませたり、食欲が少しも
ない者に粥を食べさせたりして、人を世話することを厭わない女性である。
　彼女は器量がよく、色艶も生き生きしていて、誰も彼女が涙するのをみたことがないという
爽やかな女性である。夫に対しては、彼の冗談や一杯機嫌を他の事と同じようにじっと我慢し、
男性とはこのように世話のかかるものだと彼女は考えている。そして子供に対しては、細かい
行儀作法まで教えているしっかりとした母親である。ここではきちんとした教育を受けたよう
には描かれてはいないが、彼女は所謂良妻賢母であると示されている。
　このことは、「彼女は男の子ばかり四人の母親であるが、もし女の子がいれば磨きものや繕
いもの、編み物などいろんな事を教えてあげられるとも思っている」という挿話からも理解で
きる。そのような彼女なので、独身のマーナーが身寄りのない女の赤ちゃんを引き取って育て
ることを知って、協力することを申し出るのである。
　まず衣類に関してであるが、全く何も分からないマーナーが、何を、どのような服を、そし
てどれくらい買えばいいのかドーリーに尋ねると、彼女は「子供の着物にお金を使うなんて、
馬鹿げた消費ですよ。子供は春先の草のように、どんどん大きくなるのだから」と答える。「子
供は春先の草のようにどんどん大きくなる」という例えは人を十分に納得させるもので、真実
味がある。また同時に彼女の素朴さ、純粋さも把握できる。すぐに大きくなる子供の服を買う
ことは無駄で、服は自分の末っ子の衣類があるのでそれを使えばいいという。彼女の子供が着
なくなった服は、たいてい繕っていたり、つぎが当たってあるが、どれもこれもすべてが小奇
麗にしてあるという。ここでも彼女の几帳面な特質、しっかりと家計を取り仕切っている様子
が理解できる。
　次に彼女がマーナーに助言するのは、子供に種痘を受けさせることと、教会に行って洗礼を
受けさせることである。どちらも子供を禍から防ぐことで、これは親としての義務であると彼
を諭す。親がこのようなことをするのは、当然のことと彼女は思っているからである。
　また日常生活に関しては、マーナーの仕事上必要なハサミなど、指を切ったりするものや、
こぼれたり、割れたりするようなものは、子供が悪戯をするので十分気を付けるようにと忠告
する。お仕置きも子供を育てるためにはしなければならない事で、ひっぱたくか、石炭穴（石
炭置き場）に入れるように言う。子どもを育てる上で、日常生活での留意点を女性ならではの
細やかな観点で助言している。また社会生活を営むために必要な基本的な生活習慣を付けさせ
るには、親として時には厳しくしなければならないことも彼に説いている。
　彼女との会話の中で、サイラスは時々昔の事や、厭世的になっている自分について話すが、
難しい話は解らないけれどと前置きして彼女は言う。「夜と朝、眠りと目覚め、雨と収穫のよ
うに、一つの物がいってしまうと、もう一つの物がやって来る。なぜか、また何処から来るの
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か分からないが、私たちは、ただ一生懸命に働き、あくせくして稼ぎます」。名誉や地位財産
などは関係なく、自然や万物と共存し、懸命に働くこと、それこそが我々に与えられた任務で
あると彼女流に説いていて、これはそのまま人生を表している言葉であると解釈できる。
　彼女は他人への配慮が行き届いて、マーナーが全財産を盗られたと聞くと、お菓子を作って
末っ子のエアロンを連れてお見舞いに行っている。またエピーとサイラスが旅に出かけるとき
も、「車や馬車の通る往来から外れないこと」を何度も念を押している。またエアロンとエピ
ーの結婚式の時は、リュウマチで弱っている村の長老は「きっと言葉を掛けてもらうのを待っ
ているから挨拶するように」と、新郎新婦に助言している。このことからも、彼女は他人に対
しての配慮が常に備わっていることがわかる。
　次にウインスロップ家の末っ子、エアロンについてみてみたい。彼はマーナーがお金を盗ま
れた時に、母親と共に彼の家を初めて訪問する。物おじしない子供で、けれども母親の言うこ
とを素直に受け止める男の子である。両親共に何処へ行くにも彼を連れて行き、彼自身も「僕
がいないと、お母さんがたいへんだから」と言って帰宅する孝行息子でもある。同じ男の子で
あるが、この点でカス家の兄弟と大きな違いがある。
　彼は母親と共にサイラスの家を訪れているために、当然エピーとも仲良くなり、彼女を妹の
ように思い可愛がる。彼女が大きく成長するに従って、父親のサイラスに頼めないようなこと
も頼まれることが多くなるが、彼はどのような頼みごとも叶えてやっている。彼は他者への配
慮も出来る男の子で、貧しくても両親からの愛情をしっかりと受け止めて育っている。
　そのエアロンの幼なじみで後に妻となるエピーについてみてみたい。エピーは髪の毛や目も
とは、父親ゴドフリーそっくりで、青い目をして黄色の巻き毛である。マーナーは貧しいなが
らもドリー・ウインスロップの助言を参考にしながら愛情をいっぱいに注ぎながら育てる。と
はいえなかなか彼女の助言通りにはいかず、特にエピーを叱るとなると、自分の子供ではない
ことも手伝って、それができない。そのために、こらしめを受けることなく育てられ、我儘い
っぱいにふるまっていることもある。しかし整理整頓することなど基本的な生活習慣は躾けら
れているようで、家の中はすべてきちんと整った状態である。それは教会に行く彼女の祈祷書
が、水玉模様のハンカチできちんと包まれている様子などからも理解できる。
　彼女も他の女性と同じく花を好み、自分の家に庭を作りたく思うが、自分一人ではできず、
かと言って父親には無理をしてほしくないと常々思うので彼にはそれを言い出すことができず、
結局ドリーの末息子エアロンに頼み込む。そして地主の家にある珍しい花も植えられた立派な
花壇が、徐々に出来上がっていく。この花壇に色んな種類の花が植えられて徐々に大きくなっ
ていく様子は、エピーの成長やマーナーの村社会への深まり具合の暗示である。物語の最後で
は、マーナーの家の花壇は、カス家の庭と引けを取らないくらい立派な花壇になっていて、こ
れはエピーの女性としての開花やマーナーの村社会への同化度と比例していることが理解でき
る。
　エピーは父親サイラスに対して、彼を楽にさせてやりたいと常々思っている。そのために、
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肉体的に厳しい労働などはエアロンに頼んでいて、貧しいながらも彼らは、毎日を楽しく過ご
している。そんななか、ゴドフリーが父親であると名乗りをあげ、貧しい生活をしているより
裕福な生活をさせる方が彼女にとって幸せであることを、娘の前でサイラスに告げる。父が苦
しんでいることを感じると、エピーの胸は張り裂けそうになる。そして身寄りのない自分を施
設に送るのは忍びないと育ててくれたサイラスへの感謝の気持ちから、エピーはゴドフリーの
申し出を断る。
　‘Thank you, ma’m ── thank you, sir. But I can’t leave my father, nor own anybody nearer 
than him.  And I don’t want to be a lady ── thank you all the same’ (here Eppie dropped 
another curtsy). ‘I couldn’t give up the folks I’ve been used to.’ (p. 169)
彼女にはこれまで育ててくれた人こそが父親であり、自分の都合次第で実の娘を見捨てたり、
また自分の都合で父親を名乗る人など、彼女にとっては父親でも何でもないのである。また彼
女にとっては、サイラスとの生活こそが最高のものと考えられるため、それ以上の環境などは
不必要だと思うのである。
　‘I can never be sorry, father,’said Eppie. ‘I should’t know what to think on or to wish for 
with fine things about me, as I haven’t been used to. And it ‘ud be poor work for me to put 
on things, and ride in a gig, and sit in a place at church, as ‘ud make them as I’m found of 
think me unfitting company for ‘em. What could I care for them?’ (p.172)
何の仕事も持たず、けれども贅沢な生活をしているゴドフリーよりも、働いて稼いでいる人た
ちが大好きだとエピーは言う。そしてそういう人たちの食べ物や、暮らし方が大好きだとも言
っている。ゴドフリーも含めてカス家の人間は、父親のお金を浪費して生活しているが、マー
ナーやウインスロップ家では倹約をしながら慎ましく暮らしている。環境は人を作ると言うが、
作者はここで、エピーを通して階級社会への批判をしていることも理解できる。
　サイラスにとって悩みの種である持病は、ラビロウにやって来る前に友人たちからそれを利
用した裏切りがあり、ラビロウに来てからもそれが理由で気味悪く思われる原因となっている。
しかしこの持病に対してエピーは、彼の健康を思いやる気持ちと同じように、いつも気にかけ
ている。彼女は父の不思議な発作が起こりはしないかと、いつも注意している。得体の知れな
い彼の持病の受け止め方も、人によって大きく変わることも理解できる。
　幼いころから一緒にいたドリー・ウインスロップの末息子エアロンと結婚を決意するエピー
であるが、その為に家を出ようとは思わず、自分を育ててくれたサイラスと共に生活しようと
思う。
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　‘You won’t be giving me away, father,’ she had said before they went to church; ‘you’ll only 
be taking Aaron to be a son to you.’ (p. 181)
彼女にはサイラスと離れることなどは考えられないことで、嫁ぐのではなく、息子が出来ると
思ってほしいと彼に言っている。ここには血縁、お金、階級よりも大切な愛情がエピーを通し
て伝えられている。
　彼女は最後に「私たちの家はなんと奇麗なのでしょう。私たちほど幸福な人は、他にだれも
いないわね」と言っている。彼女のこの言葉には大きな意味が含まれると考えられる。なぜな
ら作品の最初にこの家は次のように描写されているからである。
　In the early years of this century, such a linen-weaver, named Silas Marner, worked at his 
vocation in a stone cottage that stood among the nutty hedgerows near the village of Rav-
eloe, and not far from the edge of a deserted stone-pit. (p. 6)
教会を中心に村が広がり、その教会に面した家は堂々とした風格のある家であるのに対して、
彼の家は村からそう遠くはないが、質素な石小屋である。エアロンに手伝ってもらって庭など
が出来たとしても教会の前に立つ堂々とした風格の家とは程遠いはずである。ここに住む主サ
イラスの心情、その娘の心情、そして彼女の夫となったエアロンの心情全てを象徴して「なん
と奇麗なのでしょう」という言葉で表しているのである。
　マーナーは機織りという細かい仕事をしているので、野良仕事をしている者よりまめ
4 4
である。
その彼について作者は、彼ほど「毒のない男は他にはいなかった」、そして「真実な、単純な心」
をもつ人物として紹介している。そのために他の人以上に、人や宗教に裏切られた衝撃が強く
彼に圧し掛かり、そのために人との接触を極力避けるようになったのである。その嫌な思い出
から逃れたいが為に、休む時間も惜しんで機を織るが、機を織る作業さえ不気味と思われるラ
ビロウでは、彼は変人と見なされ、その上不可解な持病があるために奇人であるとも思われて
いて、村人との付き合いは皆無に等しい状態であった。
　しかし子供を育てるとなるとそうはゆかず、子供のためになることなら、そして子供のため
に良いと思われることなら、何でもしたいと思うようになる。近隣に住むドリー・ウインスロ
ップの影響もあって、彼は徐々に村社会に入ってゆく。大切なお金を失くしてしまうが、村民
との交流という大切なものをマーナーは得ていくのである。村人たちも、身寄りのない幼子を
独身のマーナーが引き取って育てると断言したことで、彼への偏見も徐々に薄れ、彼らもまた
マーナーを自分たちの社会に受け入れるようになるのである。
　そのような環境の中で、ドリーの協力や援助を得ながらエピーを育てるが、彼女の助言通り
にはならず、子供を育てることの難しさを折に触れ実感する。エピーへのお仕置きに関しても、
痛い目に合わせようと思うが、彼にはドリーの言うようにはなかなか出来ない。それは実の子
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でないからという理由から来る遠慮や、男親の女の子に対する甘さなどもあるからである。し
かしエピーを罰しようとしない大きな理由は、彼自身の嫌な経験に因るのである。それはラン
ターンヤードで身に覚えのない理由で罰され、愛を始めとする大切なもの全てを失ったからで
ある。彼は罰することでまた愛を失うのではないかという恐れがあったために、罰することな
どとても出来なかったのである。そのために、彼は少しくらいの悪戯なら我慢しようと思うよ
うになる。なぜなら大きくなればしなくなるだろうと思うからである。
　エピーを育てるようになってからは、全て彼女を中心とした生活に変化している。そのため
に彼は以前のような頑なさはなくなり、世間で良いと言われていることは、素直にやってみる
という気持ちを持ち始める。エピーのためなら、彼の力の及ぶ限り、何でも彼女の思いを実現
させてやろうと思うのである。とは言え贅沢にしているわけではなく、例えば、便利だからと
いう理由だけで格子炉やかまどを備えたいとは思わず、古びたレンガの炉床が気に入っている
のでそれを使い続けたりと、ものを大切にする気持ちは持ち続けている。
　彼のこの精神は、ドリー・ウインスロップと通じるものがある。彼らはカス家の息子たちが
親の財産を浪費しながらのらくらと毎日を過ごしているが、マーナーや彼女は、自分たちが汗
して稼いだ僅かなお金を工面しながら、慎ましく、真摯な態度で生活している。このお金に関
連する描写では作品の冒頭から述べられている。
　ラビロウに来る前の彼は卸問屋の仕事をしていたが、その頃の収入は僅かであったという。
しかし毎週得られる僅かなその収入の大部分は信仰や慈善のために費やしている。そしてラビ
ロウに来てからはというと、分け前を与える愛する者もいないので、労働の「証し」に当たる
お金を掌に載せたり触れてみたり、眺めたりすることが彼の唯一の喜びとなる。ここで彼は、
苦労して得た証明であるお金の感触を知るのである。彼は機織りで得たお金そのものを蓄えて
いて、他の貨幣に取り換えるようなことはしない。純粋に自分の労働の証しとして得た貨幣そ
のものを眺めたり触れたりしながら、苦労して得たお金の価値を実感しているのである。
　もし彼がお金を儲けることそのものが好きだとすれば、銀貨を握りしめて薬草療法を頼む村
人たちを受け入れたはずである。しかし彼は村人からひとでなしなどと言われても、一切受け
付けなかったことからも理解できる。彼は、がむしゃらにお金を儲けようという気持ちなどは
全くなかったのである。
　この事を知ると、12年もの間使っていた壊れた水瓶を捨てようとはせず、破片を繋ぎ合わせ
ていつも置いていた場所に立てかけている彼の様子は、ケチ臭い料簡からではなく、彼の優し
さから来ていることも理解できる。
　実の娘ではないエピーに対する彼の対応を見てみると、彼女が彼のところに来るまでは、ど
ういう風に、またどのような理由で一人淋しく暮らしていたかも折に触れ話している。なぜな
ら自分の本当の子供でないことを彼女に隠していることなど出来ないし、過去のことを隠そう
とすれば、二人の心の間に、痛ましい障壁をつくるように彼には思えるからである。誠実な彼
には、隠したり、偽ったりすることはとても出来ないのである。このことは、ゴドフリーが妻
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に対してエピーのことを隠し続けていたことと対照的で、この点においてもマーナーの誠実な
人間性がみられる。
　彼女が就学年齢に達すると、それまで彼女と一緒にいる時間が多かったので寂しい思いをす
る彼であるが、彼女のために毎日二時間ばかり学校で読み方を習わせて教育をつけている。子
育ての経験がないマーナーであるが、彼のエピーに対するやさしいひたむきな愛情は、実の父
親以上に娘を守り通し、娘の心に生き生きした美しさを保たせているのである。
　そのような中で、実の父親が名乗りをあげ、裕福な自分のところへ引き取ることが、エピー
にとって幸せであると彼女とマーナーの前で断言する。彼は物事は全て、好む好むまいとは関
係なく必ず変わっていくもので、いつまでも今のままで変わらずにいられるものでないとは思
うのであるが、ゴドフリーの申し出を快諾出来ないでいる。エピーを手放すことは自分の身を
切られるような思いであり、良心の苦しみを覚える。十六年間続いてきたことをそう簡単に変
えられるものではないと思うからである。しかしその一方で、自分は我儘を言い張って、エピ
ーの幸福の邪魔をしているのではないかと不安な気持ちになり、彼はエピーに言う。
　‘But you must make sure, Eppie,’ said Silas, in a low voice ── ‘you must make sure as 
you won’t ever be sorry, because you’ve made your choice to say among poor folks, and with 
poor clothes and things, when you might ha’ had everything o’ the best.’ (p. 172)
　最終選択を彼女に託するのである。愛情も含めて自分が彼女に与えられるものは全て注いで
きたという自信があるサイラスであるが、ゴドフリーは自分こそが実の父親であり、村一番の
金持ちで有力者であることを盾にエピーやマーナーに迫っている。そして同じような環境で育
ったゴドフリーの妻ナンシーも、実父には「養父以上の権利があること」や、富裕であること、
特権階級であることを強調していて、サイラスは困惑してしまう。
　しかしここで考えなければならないことがある。ゴドフリー自身と弟ダンスタンの行状であ
る。ゴドフリーは自分の勝手な都合で娘を無視し、また自分の勝手な都合で娘として迎えたい
と主張する。しかしその16年もの年月の間、マーナーは父としてエピーを育ててきたのである。
また弟ダンスタンについていえば、彼のたいへんな浪費癖の為にマーナーの全財産を盗み、彼
を悲しませている。兄弟揃って勝手な振る舞いで彼に迷惑をかけ、傷つけているにも関わらず、
そのことを恥ずかしいとも思わずにやって来る傲慢さがある。また妻ナンシーは、道徳的なこ
とに対しては遠い親戚が罪を犯しても大きな恥だと思う人物であるのに、堂々と夫ゴドフリー
と共にマーナーの家を訪れることにも、特権階級にある人々の驕りがあると思われる。
　それに対してマーナーは、彼らから大変な思いばかりさせられているが、じっとそれに耐え
ている。彼にあるのはエピーに対する愛情と誠実な生き方のみである。これはカス家の人間に
はないもので、ここでも彼らは相対する立場にあることがわかる。
　そして最後にエピーが下す決心は、地位や富とは無縁であるが、誠実な人間味あふれるマー
57ジョージ・エリオットのサイラス・マーナーについて〜環境と人々を中心に〜
ナーとの生活を選択する。彼女のこの決心は、人間にとって一番大切な物を指摘していて、そ
れが作者の主張そのものなのである。
　作品の最後に、マーナー親子が旅先のランターンヤードで大きな工場が立ち並ぶ汚染された
町の様子を嘆き、自分たちの住む町の素晴らしさを認識する場面がある。産業革命という時代
の最先端を行き、経済も活発である様子が描写されているが、人間生活に大切な自然環境につ
いては忘れられている。これはそのままカス家にあてはまる。先祖代々村の特権階級にあるが、
他人への思いやりなども含めて道徳的なこと、さらには人間に一番大切な愛情が存在しない点
である。作者はここで利益目的が先行している産業革命と特権階級にいるカス家の人間を描写
しながら、財産（金銭）や地位より大切な物が世の中にあることを示しているのである。
　この作品ではふたつの社会、近代的発展を遂げている工場地帯と素朴な田園風景が見られる
地方都市が舞台に選ばれている。そしてそこに住む富裕な家族、けれども母親の存在がない家
族のカス家とラメター家、母親の存在がなくまた決して富裕とは言えないマーナー家、そして
母親の存在はあるが富裕ではないウインスロップ家が描かれている。二つの社会では、産業都
市と化した街より田園都市の素晴らしさを説いている。そして母親の存在がない富裕な家族を
通して、主人の人間性や内的成長如何によって、人生に対する姿勢が異なることや、また同じ
ように母親の存在がない富裕な家庭とそうでない家庭では、生活の基準が金銭や特権階級を盾
に物事の解決を図ることしか知らない人と、そのようなものとは無縁であるが、それよりもっ
と大切な物が世の中にあり、それさえあれば人生を歩めると考える人がいることを述べている。
　母親の存在は大切であるが、残った人間の考え方一つで良くにもなるし、堕落したものにも
なる。また富裕であることは、そうでないことよりも良いが、必ずしもそうとは限らない。ま
たなまじ特権階級にいることで回りを理解する姿勢を忘れ、高い階級とはかけ離れた貧しい人
間性しか持ちえない悲しい人間も存在する。そして富裕ではなく、勿論階級とは全く関係がな
く、母親も無ければ余分なお金もないけれど、お互いに愛情や思いやりを持ち続けて人生を細々
と暮らしている人もいる。それらの描写を通して、人間に本当に必要な物は何なのかを作者は
問うているのである。
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